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第 38 回電子情報化委員会 議事録 
 

日時：2009 年 5 月 29 日（金）15:30～18:30 

場所：JCI 会議室 12F 

出席者：中村委員長、三木幹事、浅本、甲斐、八十島の各委員 

（事務局）五十嵐専務理事、戸口 

 

資料 

38-0： 電子情報化委員会（第 38 回）議事次第 

38-1： 第 37 回電子情報化委員会議事録（案） 

38-2： 電子情報化委員会名簿 

38-3： 平成 20 年度事業報告、平成 21 年度事業計画 

38-4-1： メールニュース登録者数の推移 

38-4-2： メールニュース登録用紙配布リスト、メールニュース号外内容リスト 

38-5： メールニュース自動登録について 

38-6： メールニュース速報版について、号外配信内容リスト案 

38-7： コンクリート工学論文集のデジタルアーカイブ化に関する検討 

38-8： JCI の HP 上での電子公告について 

38-9： 新規研究専門委員会ホームページについて（ppt） 

 

議事 

1. 議事録（案）の確認 

・ 第 37 回議事録（案）を確認した。 

・ 議事録の修正あり、p.1 3.年次論文投稿システム、「八十島委員が資料作成し、事務局が年次

大会実行委員会に出席して、・・・」 

 

2. 報告事項 

委員名簿（資料 38-2） 

・澤本委員に参加いただくことが確認された。担当は、JCI の HP（一般向け）。 

広報委員会（資料 38-3） 

・広報委員会にて、電子情報化委員会の作業内容を紹介した。 

 

3. メールニュース登録者について 

・ 現状の登録者数（資料 38-4-1）約 2000 名 

・ 登録依頼用紙の配布リスト（資料 38-4-2）診断士講習会（参加者約 2000 名）で 250 名の新

規登録があった。2 日目に、講習会参加者へ直接依頼文を配布することができた。紙ベース

でメールアドレスを入手し、登録作業は事務局。今後も講習会等で配布予定。その他は診

断士講習会と同様の作業。 

・ 6 月中旬、発表者、一般参加者向けの年次大会 CD-ROM 配布時に入れる。HP から各自登録す
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るよう依頼文を考える。送付書の下欄に案内文を記載する 5 行くらい。6 月 10 日までに作

成してほしい。（担当：高橋委員） 

 

4. 年次大会査読システム、年次論文集 

・ 資料なし。年次論文集の VISTA 用 CD-ROM を動作確認している。ただし、起動が遅いなど

問題があるため、改善を考えている。 

 

5.メールニュース自動登録（資料 38-5） 

・ 八十島委員から、現状の登録方法について説明された。 

・ 技術的には、自動登録可能である。また、現状の web 登録サービスをそのまま利用可能。 

・ 登録方法は、メールアドレス記入欄の下にメールニュース配信についての登録依頼と登録

の可否を問うチェック項目を設置し、チェックを入れると自動的にメールアドレスを登録

する。 

・ 会員資格関連のページに自動登録の項目を掲載してもよいかについて、事務局で確認する。 

 

6. メールニュース号外（資料 38-6） 

・ メールニュース号外について、高橋委員の原案をもとに議論した。 

・ リマインダー的な使い方はメリットあり、締め切り間際に号外を送付する。 

・ その場合、定期便から削除した方がよいのではないか。 

・ 委員それぞれのとらえ方が違うので、できるだけ統一していく。そのために、号外、もし

くは不定期メールなど目的、配信項目、配信回数、時期などをより具体化していく。号外

のその他の使い方について、今回資料よりさらに具体的に考える（担当：高橋委員） 

 

7. コンクリート工学論文集（資料 38-7） 

・ 論文集をどう位置づけるか（公益事業 or 共益事業）、さらに議論が必要。 

・ 会員専用ページなど、パスワードを用いることも視野に入れる。 

・ コンクリート工学論文集の電子化については、論文集編集委員会へ直接検討依頼する。（担

当：中村委員長） 

・ 今後の作業は、論文集編集委員会の対応を見てから。 

 

8. 電子公告について（資料 38-8） 

・ 他学協会の電子公告について、田島委員が行った調査の結果に基づき議論した。 

・ 会社法で決められた方法により、電子公告を公示していく必要がある。 

・ 現状では、多くの学協会が公益法人化へ検討している段階であり、電子公告については過

渡期である。 

・ 医学系の学協会では、いくつか電子公告を示しているものがある。 

・ いずれにせよ、公益法人となった際には、電子公告は有用な方法であり、採用は検討して

いく必要がある。今後は事務局が担当し、情報が必要な場合は本委員会で調査する。 

 



 3

9. 研究委員会 HP（資料 38-9） 

・ 浅本委員より研究員会にて新委員会委員長向けに説明したことが報告された。その際に、

前川委員長からこの件は各位委員会責任を持ってしっかり対応してもらいたいと確認され

たことも報告された。 

・ 各委員会の HP 担当は近いうちに決まるので、決まり次第事務局より浅本委員へ連絡する。 

・ 研究員会 HP いつまで載せるのか？との質問があった。方針として、委員会任期中は議事録

などを外部向けに情報を発信する場であり、終了後は、アーカイブとして残していくため、

特別な理由がない限り HP を閉鎖することはない。 

・ 年次大会用の委員会紹介ポスターを HP に掲載する。（担当：浅本先生） 

・ 議事録でも対外的に公開できない内容もあるため、委員会ごとで HP に掲載できる内容を検

討してもらうようお願いする。（担当：浅本先生） 

 

10. その他 

JCI リンク集 

・ 事務局より、関連サイトリンク集のリンク切れ、もしくは掲載されてないものがないか、

調査してもらいたいと依頼があった。（担当：澤本先生）ただし、他の委員も、この件わか

る範囲で調査するよう、協力依頼された。 

次回委員会 8／3 の週で日程調整、メールで決定。 

以上 


